
タイムラインを共有する
（読み合わせ）

平成29年7月19日

資料３
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読み合わせの目的

2

第５回検討会

第６回検討会

（目的）関係機関における判断・行動の相互理解
の促進を図るとともに、防災行動項目、情報共
有・連絡調整事項等の不足や不整合等の課題抽出

（目的）
1. タイムライン運用に向けた顔合わせ
2. 行動手順の意味や解釈の確認
3. 運用に向けた留意点の確認

第３階層全項目読み合わせ・意思表示：
３時間１０分

第１階層全項目読み合わせ・主要項目意思表示：
１時間４０分



読み合わせの手順（準備）

自機関の列をマーカーで線を引いてください。

3

◎：行動の主体、情報収集／伝達の主体機関

【継続】：以降の全レベルでタイムライン体制解除まで継続する行動 ○：行動の支援、情報収集／伝達の支援機関（情報の収集先／伝達先）
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気象・台風情報の収集　【継続】 1
全般・地方・府県気象情報、台風情報、台風5
日進路予報、週間予報の確認

○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

気象警報・注意報情報の収集　【継続】 2 警報級の可能性の確認 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

（意思決定1） -72h
3 タイムライン内部会議（仮）の調整 ◎ ◎ ◎

3日後に台風が岡山市に影響する恐れがある
場合、レベル1移行を検討

4 大雨警報の発表見込みの設定 ◎ ○ 警報級の可能性を踏まえ設定

5 台風進路予測から0hの設定 ○ ○ ◎
0ｈを設定の上、警報の発表時期等を踏まえ、
避難情報の発表時期を設定

6 防災体制のスケジュールの設定 ○ ○ ◎

7 TL立ち上げ（レベル1移行）の周知 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

8 今後の方針の周知 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

-72h 9 会議室の確保 ◎

10 連絡網の用意 ◎

11 本部設置の事前周知 ◎

資機材の準備 12 水防資機材の確認 ○ ◎ ○

体制の構築準備 13 課員の動員体制の確認 動員不可能な職員の把握

14 人員の確保 ◎ ガードマン等

15 土のう・資機材の準備 ◎

16 土のうの配布 ◎

対応状況の伝達 17 土のう配布状況の伝達 ○ ◎

資機材の準備 18 資機材の確認・点検 ◎ ◎ ○

19 人員の確認 ◎ ◎ ○

20 業者の手配 ◎ ◎ ○

21 設備の状況確認 ◎

22 委託業者、関係者への準備連絡 ◎

今後の見込みの検討 23 関連機関との連携 ◎ ◎ ◎ ○ 農林関係等

資機材・機器の準備 24 監視カメラの定期点検 ◎ ◎

樋門・排水機場操作の準備 25 各区役所農林関係との調整 ◎ ○ 下水雨水ポンプの運転に向け調整

排水機場の早期操作 26 遠隔操作による水位低下 ◎ ◎

27 協力業者への要請 ○ ◎ 各区役所

28 対応可能な業者の確保 ◎ ○

施設の管理 29 施設の状況、状態の把握 ◎ ◎ ○

鉄道の運行停止準備 施設の準備 30 鉄道施設の巡回・警備 ◎ ◎

バスの運行停止準備 危険箇所の確認 31 現地状況の確認 ◎ ◎ ◎ 風力計、バス停防犯カメラ等による

32 各部所との情報共有 ◎ ◎

33 要員数の把握 ◎
安否確認メールを全社員に送付し、安否を確
認するとともに要員数を把握

早期復旧対応の準備 34 重要施設の浸水防災対策の実施 ◎ 防潮板の設置（NTT)、土のう積み等

停電対応の準備 今後の見込みの検討 35 被害規模の予測 ◎

-72h（情報収集1）

タイムライン記載以外でやったこと等

タイムライン記載以外でやったこと等

ライフライン復旧対応の準備
体制構築の準備

ダム操作の準備 体制の構築

樋門・排水・取水ゲート操作の
準備

仮設ポンプ等の準備

水防活動の準備
希望市民への土のう配布

道路通行止めの準備
体制の構築

意思決定の周知

レベル1 内部
調整

3日後に台風が岡山市に影
響する恐れ 災害対策本部等の設置準備 災害対策本部等の設置準備

情報の収集

3日後に台風が岡山市に影
響する恐れ

TL立ち上げ（レベル1移行）の
意思決定

タイムライン内部会議（仮）による今後の方
針の検討
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旭川水害タイムライン《平成２８年度版》　【詳細版】
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読み合わせの手順

タイムライン（TL）レベルごとに読み合わせを行います。

（レベル毎にノンストップで進めます）

1. TLレベルの状況説明 2分程度

2. TLレベルの行動項目（第一階層）読み上げ 8分程度

3. 一部の行動項目については全体で役割を確認 数分
（カードで意思表示）※次頁で詳述

4. 各レベル終了後 意見交換 数分

※意見がある場合は

手を挙げて発言

4

〇◎
行動の主体 行動の支援



カードで意思表示

・配布資料「旭川水害タイムライン（行動記録用）」の

一部の行動項目については全体で役割を確認します。

・各機関・部署の代表者は該当するカードを掲げてください。

〇◎
行動の主体 行動の支援
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変更箇所・意見がある場合の注意事項

タイムラインに変更箇所や意見がある場合は、

付箋（ポストイット）に書き出してください。その際には、
対応行動No.と理由の記載をお願いします。

（例：空欄→〇、○→◎ 等）

※付箋は検討会後に回収します
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（記入例）

No255
地下施設の状況の伝
達は、区役所にも連
絡していたため

（記入例）

No255
地下施設の状況の伝
達は、区役所にも連
絡していたため



レベル１ 内部調整

台風の進路予想から３日後に岡
山市に影響があると考えられる

台風進路予報図
1 0月 1 6日 0 9時

18日09
時

17日09
時

16日09
時
15日09
時

14日09
時

13日09
時 12日09

時

11日09
時

19日09
時

20日09
時

－72時間
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レベル２ 機関調整

台風の進路予想から２日後に岡
山市に影響があると考えられる

このレベルの中で「大雨、洪水、
強風、波浪、高潮注意報」発表

台風進路予報図
1 0月 1 7日 0 9時

18日09
時

17日09
時

16日09
時
15日09
時

14日09
時

13日09
時 12日09

時

11日09
時

19日09
時

20日09
時

－48時間
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レベル３ 地域調整

「大雨警報」発表
雨の降り始めから半日程度が経
過し、徐々に雨が強くなってい
る

－9時間

台風進路予報図
1 0月 1 8日 2 1時

18日09
時

17日09
時

16日09
時
15日09
時

14日09
時

13日09
時 12日09

時

11日09
時

温帯低気圧
に
変わる見込
み

19日09
時

20日21
時

19日21
時

18日21
時
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レベル４ 避難（内水）

「内水はん濫」発生

－4時間

内水はん濫の発生

イメージ
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レベル５ 早期避難

避難判断水位を超過の
見込み（3h予測）

はん濫警戒情報の発表
（避難判断水位の超過
後）

－4時間
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レベル６ 避難（外水）

はん濫危険水位を
超過の見込み

－3.5時間
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レベル７ 緊急対応

はん濫発生情報の
発表 外水はん濫

発生

0時間
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